
次の定例会は平成２８年12月 1 日（木）開会予定です。
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我が国の弾道ミサイル防衛システム
の充実を求める意見書

度重なる北朝鮮のミサイル発射は、日本の安全保障に対する深刻な脅威で
あり威嚇行為である。国際社会と連携し、北朝鮮に対する関連措置の実施
と、国民の生命と財産を守るため、ミサイル防衛システムの充実を求める。

○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 議 ○ ○ 原案可決

政府が核兵器禁止条約の実現に向け
て国際社会の取組を主導していくこ
とを求める意見書

国連核軍縮作業部会は、核兵器禁止条約の交渉を2017年に開始するよう
「幅広い支持をもって勧告した」との報告を採択したが日本は棄権。核兵器
のない世界の実現に向け国際社会の取組を主導していくことを求める。

○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 原案可決

東京都議会の定数を「逆転区」「一票
の格差」が生じないように是正する
ことを求める意見書

来年の都議選において、人口の少ない選挙区の定数が、人口が多い選挙区
の定数を上回る「逆転区」を完全に解消すること、選挙区間の「一票の格
差」が ２ 倍未満になるよう都議会に条例の再改正を促すこと等を求める。

× － × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ △ 原案可決

鉄道の全ての駅に早急にホームドア
設置を求める意見書

視覚障がい者が駅のホームから転落する事故を防止するホームドアや可動
式ホーム柵の整備促進のため、国と東京都が連携して、具体的な年限を区
切った整備目標と計画を策定し、設置促進を図ること等を求める。

○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 原案可決

無年金者対策の推進を求める意見書
安心の社会保障の実現を図るため、無年金者対策及び無年金者の発生を抑
制する観点から、年金の受給資格期間を25年から10年に短縮すること、低
年金者には「年金生活者支援給付金」等の実施を目指すことを求める。

○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 △ ○ 原案可決

ストーカー規制法改正の早期成立を
求める意見書

小金井市で発生した刺傷事件を踏まえ、現行のストーカー規制法を改正し
て、ＳＮＳやブログへの執拗な書き込みをつきまとい行為に加える等、規
制対象を拡充した改正法を国会に提出し、早期に成立させるよう求める。

○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ × × × × 議 △ ○ 原案可決

返済不要の「給付型奨学金」の創設
及び無利子奨学金の拡充を求める意
見書

大学卒業後の収入が安定せず、奨学金の返済に悩む人が少なくない。学生
が安心して勉学に励めるよう、希望する全ての学生等への無利子奨学金の
貸与を目指すとともに、返済不要の給付型奨学金の創設等を政府に求める。

○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ △ 原案可決

政治分野への男女共同参画推進法の
制定を求める意見書

日本の女性議員割合は参議院20. 7 ％、衆議院 9 . 5 ％と列国議会同盟191か
国中155位と世界の最低水準。女性議員の増加を促し、「政治分野への男女
共同参画推進」法律制定を速やかに図るよう強く求める。

○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 原案可決

セシウム濃度 ８,０００Bq／kg以下除去
土壌の再生利用方針の撤回を政府に
求める意見書

放射性物質汚染対処特措法に基づき除去土壌の再生利用基準がセシウム濃
度 8 ,000Bq／kgに設定されれば一般社会で使用される。放射性廃棄物の安
易な再生利用は危険であり、公共事業での利用方針撤回を求める。

△ － △ △ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ △ 原案可決

伊方原発再稼働強行に抗議し、「原
発ゼロ」の実現を求める意見書

伊方原発 ３ 号機付近には断層帯が通る。住民からは地震への不安や再稼働
反対の声がある上、避難計画にも弱点がある。福島原発事故の経験や全原
発停止の間、電力は足りていたことからも、原発ゼロの実現を求める。

× － × × × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 原案可決

安保法制の発動に反対する意見書
安保法制の本格的運用では「駆け付け警護」や「宿営地共同防護」が、新
たに自衛隊の任務として付与される。海外での武力行使を禁じた憲法第 ９
条を踏みにじるもので許されず、安保法制を発動しないことを求める。

× － × × × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × 原案可決

基本的人権を脅かす「共謀罪」の法
案提出を中止することを求める意見
書

「共謀罪」はテロとは関係なく広範に罰することができる内容である。人と
人との意思疎通そのものが犯罪となり、「内心の自由」を侵すものである。
基本的人権を脅かす「共謀罪」の法案提出の中止を求める。

× － × × × ○ ○ ○ ○ × × × × △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 △ × 原案可決

年金積立金の株式運用を中止し、安
定的な年金運用を求める意見書

年金の株式運用について、昨年度の決算や今年度、損失が生まれている。
老後の安心を危機にさらすことは許されない。年金積立金の株式運用の中
止を求めるとともに、150兆円の積立金を計画的に活用するよう求める。

× － × × × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ △ 原案可決

ＴＰＰ協定の強行採決に反対する意
見書

「情報開示と国民的な議論」を求めた国会決議に反した秘密主義は、民主主
義にも反するものだ。命や食、暮らし、地域を脅かすだけでなく、参加各
国の人権も主権も踏みにじるＴＰＰは、強行採決、批准せぬよう求める。

△ － △ △ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ △ 原案可決

Ｂ型肝炎ワクチン予防接種におけ
る、詳細で分かりやすい情報開示を
求める意見書

Ｂ型肝炎ワクチンの定期接種化に当たり、保護者に副反応やワクチンの成
分情報を分かりやすく知らせるよう、国は自治体と医師などの医療機関へ
通知し、詳細な情報をホームページ、ポスター等で知らせることを求める。

○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ △ 原案可決

朝鮮民主主義人民共和国の核実験実
施に抗議する決議

北朝鮮が核実験を行った。市議会は「非核平和都市宣言」を議決し世界の
恒久平和と核兵器廃絶を希求してきた。国際社会が結束して、制裁措置の
全面的で厳格な実施等、政治的・外交的努力を抜本的に強めるよう求める。

○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 原案可決

視覚障がい者の同行援護の改善を求
める意見書

同行援護は、自立支援給付に位置付けられ、視覚障がい者の足として重要
な役割を果たす。視覚障がい者が安心して移動できるようにするため、月
の基準時間をプール制にし、複数月単位で利用できるよう改善を求める。 

○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 原案可決

豊洲市場移転問題の全容解明を求め
る意見書

都知事が豊洲移転見送りを決断したのは適切な判断だった。「盛り土問題
の全容」「環境基準など安全性」「建設費高騰の妥当性」を検証し公表する
こと、情報公開制度を最高水準に引き上げることなどを東京都に求める。

○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 原案可決

新福祉会館と新庁舎の早期建設を求
める決議

市長は ５ 月に公約を変更し ４ 施設複合化を「揺るぎない方針」とする旨を
議会に表明したが、それから ４ か月で「ゼロベース」に変わった。市長に
猛省を促し、その責任を強く問い、福祉会館と庁舎の早期建設を求める。

○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 原案可決

沖縄高江へのヘリパッド建設工事の
中止を求める意見書

ヘリパッド建設は新たな基地強化で、環境破壊である。新基地建設とオス
プレイ配備反対の沖縄県民の意志は明確であり、強権的に押し進めること
は大義も道理もない。よって建設工事の中止を求める。

× － × × × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ × × × 否　決
（議長裁決）

意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。
　　要旨原稿は提案議員が作成しています。　　　

共：日本共産党小金井市議団
リ：リベラル保守の会
改：改革連合

自：自由民主党小金井市議団
民：小金井市議会民進党
緑：緑・市民自治こがねい
小：小金井自由民主

【会派略称】
公：小金井市議会公明党
ネ：生活者ネットワーク
会：こがねい市民会議
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＆
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動
隊
を
派
遣
し
、
非
暴

力
の
座
込
み
の
抗
議
行
動
を
行
う
住
民
と
支

援
者
を
、
暴
力
的
に
排
除
し
、
不
当
に
勾
留

し
た
。
こ
の
強
行
手
段
は
違
法
性
が
高
い
と
、

複
数
の
弁
護
士
が
指
摘
し
て
い
る
。
人
権
を

踏
み
に
じ
り
、
沖
縄
だ
け
に
負
担
を
押
し
付

け
続
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

さ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

沖
縄
高
江
へ
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設

工
事
中
止
を
求
め
る
意
見
書

我
が
国
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ

ス
テ
ム
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

返
済
不
要
の
「
給
付
型
奨
学
金
」

の
創
設
及
び
無
利
子
奨
学
金
の

拡

充

を

求

め

る

意

見

書

ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
改
正
の

早
期
成
立
を
求
め
る
意
見
書

基
本
的
人
権
を
脅
か
す「
共
謀
罪
」の
法
案

提
出
を
中
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
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